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奥
村

折
口
著

中
園
の
資
本
主
義
と
枇
曾
主
義

|
|
近
現
代
史
像
の
再
構
成
|
|菊

也

隆

著
者
は
園
民
政
府
(
た
だ
し
南
京
園
民
政
府
で
あ
り
、
重
慶
凶
民
政
府
で

は
な
い
)
再
評
債
を
自
ら
七

0
年
代
後
年
か
ら
開
始
し
た
と
自
負
す
る
。
こ

う
し
た
黙
で
、
間
違
い
な
く

H
本
の
中
園
近
現
代
史
研
究
を
先
導
し
て
き
た

一
人
で
、
そ
の
役
割
は
高
く
評
債
で
き
る
。
本
書
は
、
そ
う
し
た
著
者
が
一

九
七
六
年
か
ら
約
三

0
年
聞
の
長
期
に
わ
た
り
心
血
を
注
い
で
き
た
工
業
、

農
村
経
済
、
一
吐
合
的
統
合
な
ど
の
論
考
、
評
論
、
書
評
を
一
つ
に
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
著
者
に
と
っ
て
概
説
『
中
園
現
代
史
|
|
戦
争
と
枇
合
主
義

|
|
』
(
青
木
書
応
、
一
九
九
九
年
)
に
次
ぐ
第
二
作
目
で
あ
る
。
第
一
作

目
で
壮
曾
主
義
の
理
念
と
中
岡
壮
曾
主
義
の
現
賓
の
希
離
を
論
じ
た
。
本
書

は
前
書
と
重
複
す
る
部
分
も
多
い
が
、
「
中
国
近
現
代
史
の
全
髄
像
は
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
大
き
な
問
い
か
ら
山
議
し
て
い
る
。

い
わ
ば
従
来
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
研
究
経
過
も
一
不
し
な
が
ら
濁

白
な
覗
黙
の
確
立
を
期
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
は
い
え
、
本
書
は
全
住

」

が
一
貫
し
た
論
文
構
成
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
重
複
部
分
も
多
く
、
か
つ
執
筆

時
期
の
原
論
文
や
模
索
過
程
重
覗
の
姿
勢
と
み
な
せ
る
が
、
前
の
章
の
結
論

を
自
ら
後
の
章
で
否
定
す
る
。
そ
の
た
め
、
大
饗
書
評
し
に
く
い
本
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
管
見
の
限
り
、
書
評
と
し
て
は
曾
目
三
郎
(
『
枇
合
経
済
史

的
学
』
第
七
一
巻
二
競
、
二

O
O
五
年
七
月
)
と
笹
川
裕
史
(
『
史
皐
研
究
』

第
二
五

O
競
、
同
一

O
月
)
の
ま
だ
二
本
し
か
出
て
い
な
い
と
い
う
の
も
領

け
る
。
し
か
し
、
単
な
る
感
想
文
に
陥
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
で
き
る
限

り
本
質
的
部
分
で
紹
介
、
考
察
、
論
評
を
加
え
た
い
。
な
お
、
著
者
は
枇
舎

主
義
や
人
民
闘
争
史
観
の
影
響
を
受
け
た
「
圏
塊
の
世
代
」
で
あ
る
こ
と
を

強
く
意
識
し
、
そ
れ
か
ら
の
脱
却
を
園
っ
て
き
た
と
す
る
。
特
に
八
九
年
の

天
安
門
事
件
を
契
機
に
世
舎
主
義
勝
制
の
一
昨
史
的
研
究
を
中
心
と
し
、
「
筆

づ
か
い
で
は
も
は
や
遠
慮
は
し
な
い
」
と
決
意
し
た
と
い
う
。
賓
は
、
私
も

同
じ
四
九
年
生
ま
れ
で
、
中
華
人
民
共
和
園
が
成
立
し
た
年
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
同
じ
戦
後
や
高
度
成
長
の
歴
史
的
風
景
の
中
で
育
ち
、
か
つ
研
究

者
に
な
っ
た
後
、
同
様
な
中
園
近
現
代
史
の
研
究
朕
況
を
髄
験
し
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
著
者
の
主
張
貼
を
(
貫
感
と
し
て
理
解
で
き
る
部
分
も
多
い
。
で

は
、
本
書
は
い
か
な
る
特
色
、
意
義
と
限
界
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

ま
え
が
き

序
に
代
え
て
|
|
日
本
に
お
け
る
近
現
代
中
園
の
壮
曾
構
成
韓
論
と
枇
舎

主
義
韓
制
観
|
|

抗
日
戦
争
前
の
資
本
主
義
化
と
凶
民
政
府

|
|
江
南
の
翠
糸
業
を
素
材
と
し
て
|
|

抗

H
戦
争
前
中
岡
工
業
の
研
究
を
め
ぐ
っ
て

第
1
部

仕弟

1
童ー

十

11 
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第
2
章
恐
慌
前
夜
の
江
漸
器
械
製
糸
業

第
3
章
恐
慌
下
江
湖
護
糸
業
の
再
編

補
論
1

園
民
政
府
下
の
経
消
建
設

第
4
章
恐
慌
下
江
湖
製
糸
業
の
再
編
再
論

第
2
部
近
代
化
と
「
農
民
層
分
解
」

|
|
江
蘇
省
無
錫
豚
附
近
を
中
心
に
|
|

第
5
章
養
翠
業
の
展
開
と
農
家
経
営
の
国
浸
透

第
6
章
江
南
の
近
代
化
と
農
業
経
営

第
7
章
中
園
農
村
振
の
無
錫
農
村
調
査

|
|
下
降
分
解
論
批
判
|
|

第
8
章
「
農
民
層
分
解
」
に
関
す
る
諸
説
の
検
討

補
論
2

農
村
枇
舎
の
嬰
容
過
程

第
3
部
中
岡
大
民
本
主
義
と
枇
曾
主
義
|
|
近
現
代
史
像
の
再
編
成
|
|

第
9
章
奮
中
国
資
本
主
義
論
の
慕
礎
概
念
に
つ
い
て

補
論
3

村
松
祐
次
『
中
園
経
済
の
枇
合
回
態
制
』
を
め
ぐ
っ
て

第
日
章
中
園
資
本
主
義
と
枇
舎
主
リ
式

補
論
4

和
問
春
樹
『
歴
史
と
し
て
の
枇
舎
主
義
」
を
め
ぐ
っ
て

第
日
章
近
現
代
中
国
に
お
け
る
枇
曾
統
合
の
諸
段
階

あ
と
が
き

105 

こ
の
よ
う
に
、
第
1
部
が
経
済
史
的
な
歴
史
賓
讃
で
都
市
の
工
業
関
係
、

第
2
部
が
農
村
調
査
と
い
う
枇
合
同
撃
的
手
法
も
駆
使
し
て
農
業
・
農
村
史
関

係
を
論
じ
、
第
3
部
で
本
の
題
名
「
中
園
資
本
主
義
と
枇
曾
主
義
」
を
政
治

準
的
に
論
及
す
る
。
且
ハ
位
的
に
は
、
製
糸
業
の
研
究
、
「
農
民
層
分
解
」
の

批
判
的
検
討
を
経
て
、
そ
れ
ら
を
抽
象
化
、
理
論
化
し
て
最
後
に
中
園
枇
舎

」

主
義
論
を
論
じ
る
。
有
機
的
関
連
は
あ
る
も
の
の
、
い
わ
ば
大
き
く
三
つ
の

テ
l
マ
に
分
割
さ
れ
、
手
法
も
異
な
る
。
そ
の
上
、
補
論
が
多
い
。
著
者
自

身
は
「
一
懸
の
模
裁
は
と
れ
て
い
る
」
と
向
讃
し
、
第
3
部
に
最
も
力
結
を

置
き
、
最
後
の
第
日
・
日
享
が
本
書
の
結
論
部
分
に
相
賞
す
る
と
い
う
。
た

だ
し
、
第
l
、
2
部
の
充
賓
度
に
比
し
て
第
3
部
は
「
賓
詮
な
く
し
て
論
理

な
し
」
と
す
る
私
の
研
究
姿
勢
か
ら
言
え
ば
、
ア
イ
デ
ア
先
行
の
未
完
成
品

の
よ
う
に
も
み
え
る
。

各
章
の
内
容
、
主
張
黙
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
通
り
。

「
序
に
代
え
て
」
で
、
著
者
は
主
張
黙
を
明
確
に
す
る
。
例
え
ば
、
①
歴

史
研
究
は
車
な
る
個
人
の
管
み
で
は
な
く
、
全
健
像
へ
の
志
向
は
つ
ね
に
求

め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
個
人
で
は
な
し
得
ず
、
多
く
の
賓
詮
研
究
や
問
題
提

起
を
基
に
議
論
し
、
再
構
成
を
重
ね
る
必
要
性
を
述
べ
る
。
②
政
治
・
枇
合
同

や
経
済
を
有
機
的
・
統
一
的
に
把
握
す
る
新
た
な
方
法
と
際
史
像
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
す
る
。
③
戦
後
の
中
園
史
研
究
は
中
図
の
見
解
に
追
随
し
、
著

者
自
身
も
「
半
植
民
地
・
半
封
建
」
概
念
の
影
響
を
受
け
た
。
そ
れ
を
完
全

に
脱
却
し
た
の
は
第
9
章
と
す
る
。
④
現
在
、
大
都
市
、
知
識
人
、
近
代
的

産
業
な
ど
に
研
究
封
象
が
偏
重
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
日
止

正
を
訴
え
、
農
村
研
究
重
視
の
必
要
性
を
力
説
す
る
。

第
1
部
は
一
九
八

O
年
以
前
の
論
文
で
、
第
1
1
3
章
は
著
者
の
研
究
の

出
愛
軌
を
な
し
、
江
南
葉
糸
業
を
素
材
と
し
て
抗
日
戦
争
(
以
下
、
抗
戦
)

前
の
資
本
主
義
化
と
凶
民
政
府
を
論
じ
る
。

第
1
章
で
、
中
園
資
本
主
義
を
考
察
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
戦
前
の
「
統

一
化
」
論
争
と
尾
崎
庄
太
郎
『
支
那
の
工
業
機
構
』
、
戦
後
の
島
一
郎
の
研

十

11 
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究
な
ど
、
従
来
の
工
業
史
研
究
、
論
争
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
、
岡
民
黛
は

資
本
主
義
設
展
の
捨
い
子
の
一
つ
と
し
て
、
一
定
の
民
族
的
主
龍
性
を
保
持

し
て
い
た
と
み
な
す
。

第
2
章
は
、
抗
戦
前
の
中
岡
資
本
主
義
と
南
京
凶
民
政
府
の
再
評
債
の
た

め
、
恐
慌
前
夜
の
江
湖
器
械
製
糸
業
を
挺
子
に
資
本
主
義
務
展
を
賓
諮
す
る
。

南
宗
国
民
政
府
の
成
立
は
地
方
糸
廠
禁
日
比
の
契
機
と
な
っ
た
が
、
む
し
ろ
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
活
躍
で
き
る
客
観
的
候
件
を
整
え
た
貼
に
音
信
州
が
あ
る
と

し
た
。第

3
章
は
、
三

0
年
代
江
市
川
震
糸
業
の
再
編
を
南
京
国
民
政
府
の
経
済
建

設
と
関
連
さ
せ
て
論
じ
る
。
恐
慌
を
契
機
に
議
糸
で
は
図
民
政
府
の
経
済
建

設
が
早
熟
的
な
「
濁
占
」
を
形
成
し
、
中
小
業
者
や
直
接
生
産
者
に
矛
盾
を

韓
嫁
す
る
形
で
成
功
し
つ
つ
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
江
南
議
糸
業
が
恐
慌
下

の
衰
退
か
ら
の
復
活
を
初
め
て
賓
誼
し
た
と
い
う
。
だ
が
、
虚
溝
橋
事
件
後
、

復
活
し
た
江
南
譲
糸
業
は
日
本
の
侵
略
に
よ
り
探
関
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
す

る。
補
論
ー
で
は
、
南
京
圏
民
政
府
の
経
，

m建
設
、
特
に
今
業
建
設
を
論
じ
る
。

政
府
の
性
格
、
初
期
の
経
済
政
策
、
次
い
で
園
民
政
府
の
園
家
主
導
下
で
全

園
経
済
委
員
舎
の
経
済
建
設
の
復
興
、
さ
ら
に
幣
制
改
革
、
園
防
経
済
建
設

な
ど
に
論
及
す
る
。

第
4
章
は
、
七
八
年
に
書
い
た
第
3
章
を
、
八
九
年
書
き
直
し
た
の
が
本

章
で
あ
る
。
「
半
植
民
地
・
宇
封
建
」
を
前
提
と
す
る
前
稿
を
否
定
し
な
け

れ
ば
、
そ
の
後
の
研
究
を
展
開
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

抗
戦
前
に
譲
糸
業
に
現
れ
た
官
営
も
「
濁
占
」
も
再
編
過
程
の
過
渡
的
性
格

を
帯
び
、
可
逆
的
で
あ
っ
た
。
「
世
舎
主
義
の
一
図
的
必
然
性
」
を
導
き
出

す
た
め
園
家
濁
占
資
本
主
義
の
存
在
を
必
要
と
し
、
資
源
委
員
舎
、
中
圏
諸

」

糸
公
司
な
ど
を
例
詮
に
せ
ざ
る
を
符
な
か
っ
た
と
い
う
。

第
2
部
で
は
、
紅
蘇
省
無
錫
豚
附
近
を
事
例
に
近
代
化
に
件
、
っ
「
農
民
層

分
解
」
を
扱
う
。
①
中
央
研
究
院
枇
舎
科
向
学
研
究
所
(
調
査
時
期
は
二
九

年
)
、
②
江
蘇
省
農
民
銀
行
無
錫
分
行
会
二
年
)
、
③
満
銭
上
海
事
務
所

(四
O
年
)
の
各
調
査
を
分
析
・
検
討
釘
象
と
す
る
。

ま
ず
、
第
5
章
で
、
一
委
譲
業
の
展
開
と
農
家
経
管
の
愛
遷
を
論
じ
る
。
無

錫
牒
は
山
地
を
挟
ん
で
南
北
に
分
け
、
桑
栽
培
や
副
業
な
ど
が
笈
達
し
た
山

南
側
に
自
作
農
が
多
く
、
経
告
は
零
細
で
あ
る
。
満
銭
調
査
の
築
巷
鎮
は
骨
回

時
の
最
先
進
を
一
不
し
、
無
錫
農
村
の
中
で
も
商
品
経
済
が
設
展
し
、
都
市
経

済
に
を
き
込
ま
れ
た
。
だ
が
、
日
本
の
侵
略
に
よ
り
楽
巷
鎮
で
も
農
民
の
再

生
産
は
破
壊
さ
れ
た
。

第
6
t早
は
、
江
南
の
豚
城
な
ど
の
近
村
は
都
市
経
済
に
包
掻
さ
れ
、
農
業

外
般
入
が
多
く
な
る
た
め
に
農
業
自
慢
は
零
細
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
副

業
・
出
稼
ぎ
を
「
宇
植
民
地
中
十
封
建
下
の
下
降
分
解
」
と
は
で
き
ず
、
む
し

ろ
近
代
化
・
都
市
化
に
伴
っ
て
農
家
の
選
擦
肢
が
掻
が
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
と
し
た
。
そ
の
延
長
線
上
で
中
共
の
土
地
改
革
論
理
を
批
判
す
る
。

第
7
章
は
、
陳
翰
笠
ら
中
園
農
村
採
が
無
錫
農
村
調
査
か
ら
導
き
出
し
た

「
下
降
分
解
論
」
を
批
判
す
る
。
農
業
生
産
の
衰
退
を
一
不
す
と
し
た
経
営
規

模
縮
小
は
賓
は
ポ
ン
プ
普
及
に
よ
る
土
地
生
産
性
の
増
大
、
意
糸
業
後
展
の

結
果
と
す
る
。
そ
れ
に
針
し
て
、
一
二

0
年
代
の
中
図
枇
曾
性
質
論
争
で
中
園

農
村
汲
は
中
国
共
産
量
二
以
下
、
中
共
と
略
稽
)
の
土
地
改
革
路
線
を
支
持

し
、
中
国
農
村
は
宇
封
建
・
宇
植
民
地
的
性
格
を
も
ち
、
大
多
数
の
農
民
は

浅
落
す
る
と
し
た
。
こ
う
し
た
論
理
で
、
土
地
改
革
の
必
要
性
を
力
説
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
無
錫
こ
そ
奮
通
説
の
溌
鮮
の
地
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
賓
際
は
、

無
錫
が
相
針
的
に
豊
か
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
経
営
面
積
は
小
さ
く
な
っ
た
と
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論
じ
る
。

第
8
章
は
、
「
農
民
層
分
解
」
に
関
す
る
「
下
降
分
解
論
」
、
「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
雨
極
分
解
論
」
な
ど
諸
説
を
検
討
し
、
島
ナ
説
史
に
位
置
づ
け
る
。
そ
の

結
果
、
著
者
は
、
「
農
民
層
分
解
」
が
①
経
営
淘
汰
の
結
果
と
し
て
農
村
か

ら
押
し
出
さ
れ
る
「
。
ブ
ッ
シ
ュ
要
因
」
で
は
な
く
、
上
海
な
ど
の
溌
展
に
よ

る
「
プ
ル
要
凶
」
に
あ
る
。
②
一
一
一

0
年
代
に
抗
日
戦
争
ま
で
の
中
岡
農
業
は

全
樫
と
し
て
過
小
農
化
の
傾
向
に
あ
っ
た
。
③
土
地
改
革
が
生
産
力
基
盤
を

訣
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
自
立
で
き
な
い
多
く
の
過
小
農
を
生
み
出
し
、

集
圏
化
へ
の
衝
動
を
強
め
た
。
か
く
し
て
、
最
近
の
研
究
は
三

0
年
代
の
中

共
土
地
改
革
の
成
果
を
含
め
て
否
定
的
で
あ
る
と
い
う
。

補
論
2
は
、
四
九
年
革
命
に
至
る
中
園
農
村
枇
舎
の
性
格
と
印
刷
反
容
過
程
を

向
学
説
整
理
の
形
で
論
じ
る
。
研
究
の
多
く
は
華
北
、
そ
し
て
淵
江
、
湖
北
、

安
徽
、
四
川
な
ど
だ
け
で
あ
る
。
確
か
に
農
村
は
地
域
差
が
大
き
い
が
、
全

岨
阻
像
を
語
る
必
要
が
あ
り
、
さ
も
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
中
園
を
局
所
的
に

し
か
捉
え
ら
れ
ず
、
問
題
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
組
織
性
が
低
く
個
別
的

と
さ
れ
た
農
村
耐
舎
が
、
抗
日
戦
争
を
契
機
と
し
て
結
局
の
と
こ
ろ
、
(
人

民
共
和
国
の
成
立
後
)
「
個
」
を
否
定
す
る
人
民
公
祉
に
収
数
し
て
い
く
と

み
な
す
の
で
あ
る
。

第
3
部
は
、
中
園
資
本
主
義
と
枇
曾
主
義
を
論
じ
、
近
現
代
史
像
を
再
編

成
を
目
指
す
。
著
者
は
、
八

0
年
代
後
字
、
経
済
史
よ
り
も
枇
曾
主
義
髄
制

に
関
心
を
強
め
た
。
小
杉
修
二
の
研
究
(
『
現
代
中
園
の
園
家
目
的
と
経
済

建
設
』
龍
渓
書
舎
、
一
九
八
八
年
な
ど
)
に
刺
激
を
受
け
、
世
曾
主
義
髄
制

の
賓
質
こ
そ
戟
時
態
勢
で
あ
り
、
抗
日
戦
争
以
後
の
流
れ
を
つ
か
み
、
四
九

年
前
後
を
つ
な
ぐ
と
確
信
し
た
と
す
る
。

第
9
章
で
、
中
共
の
「
正
統
史
観
」
を
基
礎
づ
け
て
い
た
「
凶
家
濁
占
資
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」

本
主
義
」
、
「
新
民
主
主
義
経
済
」
、
「
官
僚
資
本
・
買
辞
資
本
・
民
族
資
本
」
、

「
竿
植
民
地
・
宇
封
建
」
は
す
べ
て
枇
舎
主
義
の
必
然
性
を
導
き
出
す
た
め

の
政
治
的
規
定
で
、
科
血
学
的
概
念
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
民
族
資
本
の

来
源
に
限
定
し
て
使
用
す
る
外
、
す
べ
て
放
棄
す
べ
き
と
し
た
。

補
論
3
で
は
、
村
松
一
桁
次
の
「
経
済
の
枇
曾
態
制
」
論
を
紹
介
、
分
析
し
、

日
本
の
侵
略
が
中
園
の
歴
史
の
流
れ
を
大
き
く
愛
え
た
こ
と
を
み
ず
、
停
滞

論
・
循
環
論
を
脱
し
き
れ
な
か
っ
た
と
批
判
し
な
が
ら
も
、
経
済
、
枇
舎
、

さ
ら
に
政
治
樫
削
を
も
嗣
野
に
入
れ
る
概
念
と
し
て
再
評
債
を
訴
え
る
。

第
日
立
早
で
は
、
中
国
東
北
(
「
満
洲
」
)
に
着
目
し
て
中
園
資
本
主
義
と
枇

合
同
主
義
を
論
じ
る
。
東
北
は
資
本
主
義
化
か
ら
献
合
同
主
義
化
、
そ
し
て
再
度

の
資
本
主
義
化
と
い
う
紛
失
遷
を
辿
る
象
徴
的
な
地
域
と
な
っ
た
。
社
命
日
主
義

健
制
と
は
園
家
と
黛
が
一
健
に
な
っ
て
政
治
・
経
済
・
枇
舎
を
一
元
的
に
掌

握
・
運
航
宮
す
る
総
力
戦
態
勢
で
、
そ
の
前
提
と
な
っ
た
の
が

H
本
の
統
治
と

す
る
。
そ
し
て
、
非
殺
率
な
枇
曾
主
義
シ
ス
テ
ム
を
残
存
さ
せ
、
再
資
本
主

義
化
の
荒
海
の
前
に
放
り
出
さ
れ
た
と
の
現
状
認
識
を
示
す
。

補
論
4
は
書
評
で
あ
り
、
ペ
吐
曾
主
義
値
制
と
は
、
和
田
春
樹
の
い
う
「
世

界
戦
争
の
時
代
の
嫡
総
力
戦
の
髄
制
」
に
基
本
的
に
同
意
し
つ
つ
、
日
本
の
侵

略
に
謝
す
る
「
経
済
後
進
国
」
の
線
力
戦
態
勢
(
戦
時
態
勢
)
で
あ
っ
た
と

断
言
す
る
。
そ
し
て
、
ソ
連
や
東
欧
の
「
き
つ
い
」
模
制
は
シ
ス
テ
ム
全
種

の
解
躍
に
向
か
い
、
工
業
化
は
市
民
暦
の
形
成
も
導
き
民
主
化
を
支
え
や
す

い
。
他
方
、
「
ゆ
る
い
」
髄
制
の
中
園
な
ど
は
一
黛
担
制
裁
は
堅
持
し
な
が
ら

民
主
化
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
枇
舎
・
経
済
は
全
面
的
な
愛
化
を
と
げ
て
い
る

が
、
将
来
の
民
主
化
は
不
可
避
と
議
二
一
門
す
る
。

第
H
土
早
は
、
枇
舎
統
合
と
い
う
概
念
は
枇
舎
の
編
成
・
組
織
化
の
状
況
と
、

そ
れ
を
凶
家
が
い
か
に
掌
握
す
る
の
か
と
い
う
問
題
と
す
る
。
自
由
や
民
主
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主
義
が
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
枇
舎
、
特
に
農
村
の
場
で
議
論
さ
れ
る
こ
と

は
稀
で
あ
っ
た
。
中
共
自
身
、
「
階
級
政
黛
」
か
ら
脱
皮
し
よ
う
と
し
て
い

る
今
日
、
階
層
概
念
で
捉
え
る
方
が
有
数
で
あ
る
。
一
利
合
主
義
龍
制
は
園
際

的
な
緊
張
緩
和
が
進
む
と
維
持
で
き
な
く
な
る
。
中
園
の
改
革
開
放
政
策
は

冷
戦
の
解
鐙
に
よ
っ
て
本
格
化
し
た
。
し
か
し
、
抗
戦
前
に
戻
る
も
の
で
は

な
く
、
今
円
農
村
に
は
土
地
匡
章
、
公
共
枇
ム
留
資
本
、
郷
鎮
企
業
な
ど
人
間

集
圏
と
し
て
の
村
を
支
え
る
も
の
が
幾
っ
か
見
ら
れ
、
「
白
治
」
や
民
主
主

義
の
基
礎
は
か
な
り
形
成
さ
れ
て
い
る
と
み
な
す
。

本
書
は
論
争
的
な
本
で
あ
り
、
そ
の
主
張
貼
、
特
色
、
意
義
は
相
互
に
関

連
す
る
が
以
下
の
通
り
。

第
一
に
、
工
業
史
に
関
す
る
戦
前
、
戦
後
の
研
究
史
を
整
理
し
、
そ
の
動

向
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
白
ら
の
研
究
の
位
置
づ
け
に
力
量
を
後
揮
す
る
。

こ
れ
ら
は
後
進
の
研
究
者
の
参
考
に
な
る
と
同
時
に
、
一
つ
の
叩
き
蓋
を
提

供
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
著
者
自
身
が
自
認
す
る
よ
う
に
、
属
大

で
多
様
な
中
国
枇
舎
に
時
間
軸
を
加
え
、
組
み
換
え
、
他
の
一
貫
詮
研
究
を
踏

ま
え
な
が
ら
抽
象
化
・
理
論
化
・
総
合
化
し
、
嘗
時
の
中
園
の
全
健
像
を
把

握
し
よ
う
と
し
た
野
心
作
で
も
あ
る
。

第
二
に
、
中
共
中
心
の
「
正
統
史
親
」
か
ら
の
完
全
脱
却
を
目
指
し
、

「
牛
植
民
地
・
牛
封
建
」
、
「
官
僚
資
本
」
な
ど
に
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
、
新
概
念

を
提
起
し
た
こ
と
は
、
日
中
の
歴
史
皐
界
に
釘
す
る
重
要
な
貢
献
で
あ
る
。

「
牛
植
民
地
・
牛
封
建
」
概
念
の
形
成
過
程
、
論
理
、
歴
史
分
析
は
説
得
的

で
あ
る
。
ま
た
、
政
治
的
概
念
と
経
済
的
概
念
を
明
確
に
分
離
す
べ
き
と
の

主
張
も
重
要
な
問
題
提
起
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
「
新
民
主
主
義
経
済
」
、

」

「
官
僚
資
本
・
買
柏
町
資
本
・
民
族
資
本
」
、
「
竿
植
民
地
・
竿
封
建
」
な
ど
の

諸
概
念
は
、
「
枇
合
主
リ
設
の
必
然
性
を
導
き
だ
す
た
め
の
政
治
的
規
定
」
で

あ
っ
て
、
科
向
学
的
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
民
族
資
本
の
来
源
以
外
は
す
べ
て

放
棄
す
べ
き
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
著
者
は
時
代
の
流
れ
に
敏
感
に
反
感

し
、
ア
イ
デ
ア
、
照
史
の
ア
プ
ロ
ー
チ
面
で
す
ぐ
れ
た
も
の
を
も
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
現
在
で
は
世
然
の
評
債
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
園
民
議
は
中
園

に
お
け
る
資
本
主
義
的
禁
展
の
捨
い
手
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
一
定
の
民
族
的

主
髄
性
を
保
持
し
て
い
た
」
と
先
駆
的
に
評
債
し
た
。
す
な
わ
ち
、
南
京
圏

民
政
府
時
代
は
、
従
来
蒋
介
石
に
よ
る
園
民
量
二
重
…
濁
裁
の
「
暗
黒
の
時

代
」
と
稽
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
反
論
し
、
そ
の
経
済
政
策
と
中
園
資
本

主
義
化
に
お
け
る
役
割
を
積
極
的
に
評
債
し
た
。
そ
し
て
、
無
錫
中
心
の
製

糸
業
で
か
な
り
の
程
度
、
賓
議
し
た
。
「
窮
乏
化
論
」
批
判
の
論
理
も
明
快

で
、
む
し
ろ
農
民
の
零
細
化
は
選
揮
肢
を
慶
げ
た
こ
と
を
意
味
し
、
出
稼
ぎ

も
「
プ
ッ
シ
ュ
」
現
象
で
は
な
く
、
上
海
な
ど
の
吸
引
力
・
「
プ
ル
」
現
象

か
ら
富
裕
化
の
指
標
と
し
て
考
察
す
べ
き
と
す
る
。

第
四
に
、
「
年
植
民
地
・
竿
封
建
」
利
舎
か
ら
枇
舎
主
主
我
慢
制
に
必
然
的

に
移
行
す
る
と
い
う
論
理
に
釣
し
て
量
(
つ
向
か
ら
反
論
す
る
。
そ
し
て
、
日

本
の
侵
略
が
ア
ジ
ア
で
の
「
枇
曾
主
リ
投
能
制
の
前
提
」
で
あ
り
、
人
民
共
和

図
成
立
後
の
枇
合
主
義
化
は
抗
戦
期
に
大
後
方
と
解
放
垣
、
そ
し
て
東
北
で

進
ん
で
い
た
現
象
を
「
全
図
化
・
全
而
化
」
し
た
も
の
と
見
な
す
。
そ
し
て
、

朝
鮮
戦
争
後
の
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
侵
略
」
、
「
日
本
軍
国
主
義
の
復

活
」
に
備
え
た
「
嫡
総
力
戦
の
態
勢
」
と
断
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
内
戦
期

で
は
な
く
、
む
し
ろ
抗

H
戦
争
時
期
(
以
下
、
抗
戦
期
と
略
稀
)
と
人
民
共

和
園
成
立
後
の
枇
舎
主
義
樫
制
を
直
結
さ
せ
て
考
察
す
る
鮪
に
特
色
が
あ
る
。

な
お
、
一
般
的
に
も
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
枇
曾
主
義
が
終
わ
っ
た
、
も
し
く
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は
終
わ
り
つ
つ
あ
る
一
つ
の
歴
史
と
し
て
認
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

し
て
、
市
民
層
の
形
成
・
蓋
一
頭
、
民
主
化
に
期
待
を
寄
せ
る
。

第
五
に
、
史
料
の
徹
底
的
な
批
判
に
よ
り
限
ら
れ
た
史
料
を
有
数
に
使
、
っ

必
要
性
を
力
説
す
る
。
漏
銭
調
査
は
日
本
軍
を
バ
ッ
ク
と
し
た
調
査
で
、
農

民
の
虚
係
・
抽
出
答
の
可
能
性
と
い
う
そ
の
限
界
も
併
せ
て
指
摘
す
る
。
ま
た
、

調
査
時
期
が
異
な
る
と
は
い
え
、
中
央
町
附
究
院
な
ど
の
調
査
を
組
み
合
わ
せ
、

相
互
考
察
を
加
え
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
史
料
批
判
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、

か
つ
立
場
の
異
な
る
史
料
を
'
組
み
合
わ
せ
、
賓
態
、
本
質
に
迫
る
方
法
論
は

首
肯
で
き
る
。
そ
の
他
に
も
多
く
の
問
題
提
起
を
し
て
お
り
、
都
市
、
知
識

人
研
究
の
「
偏
重
」
を
指
摘
し
、
農
村
研
究
の
重
視
を
訴
え
、
か
つ
農
村
経

済
の
分
析
に
祉
曾
閥
係
を
頑
野
に
入
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
現

存
の
農
村
研
究
の
地
域
的
偏
重
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
そ
う
し
た
限

定
的
な
研
究
状
、
侃
で
も
総
合
化
す
る
必
要
性
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。

四
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本
書
は
、
上
述
の
如
く
多
而
的
な
問
題
提
起
を
し
て
お
り
、
同
意
す
る
賄

も
多
い
が
、
疑
問
貼
や
見
解
を
異
に
す
る
貼
も
ま
た
多
い
。
こ
こ
で
は
、
紙

幅
の
関
係
か
ら
主
要
に
疑
問
貼
、
問
題
貼
の
幾
っ
か
に
焦
貼
を
絞
り
論
じ
た

、ν
第
一
に
、
ヱ
円
僚
資
本
」
な
ど
の
奮
概
念
放
棄
に
大
筋
と
し
て
異
論
は
な

い
。
私
も
「
官
僚
資
本
」
の
起
源
は
抗
戦
期
の
「

C
-
C」
系
に
よ
る
政
敵

打
倒
の
政
治
的
概
念
で
、
園
民
黛
内
各
一
保
問
、
中
共
へ
と
波
及
し
て
い
っ
た

と
の
歴
史
的
認
識
に
立
つ
。
た
だ
し
「
新
民
主
主
義
革
命
論
」
は
「
宇
植
民

地
牛
封
建
枇
舎
で
あ
っ
た
か
ら
、
資
本
主
義
を
飛
び
越
え
て
祉
曾
主
義
に
移

行
す
る
」
こ
と
が
必
然
と
い
う
「
飛
び
越
え
理
論
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
正

」

確
な
表
現
で
は
な
い
。
周
知
の
通
り
、
理
論
的
に
は
①
「
一
回
革
命
論
」
が
、

封
建
枇
舎
(
も
し
く
は
「
半
封
建
枇
舎
」
)
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
指
導

す
る
枇
舎
主
義
革
命
を
お
こ
な
い
、
資
本
主
義
段
階
を
経
ず
に
壮
曾
主
義
に

至
る
、
②
「
二
回
革
命
論
」
が
封
建
枇
舎
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
指
導
す
る

ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
を
お
こ
な
い
、
資
本
主
義
務
展
段
階
を
経
て
生

産
力
が
伸
び
、
そ
の
生
産
関
係
が
桂
枯
に
な
っ
た
後
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

に
よ
る
枇
合
主
義
革
命
を
お
こ
な
う
の
で
あ
り
、
③
「
新
民
主
主
義
革
命

論
」
は
「
小
封
建
世
曾
」
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
指
導
す
る
新
た
な
型
の

民
主
主
義
革
命
(
祉
曾
主
義
革
命
で
は
な
い
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
祉
曾
主
義

世
界
革
命
の
一
部
分
)
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
を
徹
底
す
る
こ
と
で
資
本
主
義

(
そ
の
愛
展
段
階
は
認
め
ず
)
の
這
を
掃
き
清
め
る
と
同
時
に
、
一
奉
に
剥

合
同
主
義
革
命
に
成
長
、
醇
化
さ
せ
る
。
つ
ま
り
「
一
回
革
命
論
」
が
「
飛
び

越
え
稗
論
」
で
あ
り
、
「
新
日
民
主
主
義
革
命
論
」
は
い
わ
ば
「
纏
績
革
命
論
」

で
あ
る
。

第
二
に
、
陳
翰
笠
ら
の
無
錫
農
村
調
査
に
関
し
て
、
農
村
の
選
抜
と
特
質
、

地
主
・
富
農
規
定
な
ど
調
査
上
の
問
題
貼
を
指
摘
し
な
が
ら
無
錫
農
村
の
賓

態
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
経
管
面
積
の
縮
小
は
む
し
ろ

「
商
品
経
消
化
と
土
地
生
産
性
の
増
大
の
結
果
」
と
い
う
。
ま
た
、
農
民
の

副
業
・
出
稼
ぎ
は
む
し
ろ
近
代
化
・
都
市
化
に
よ
る
農
業
の
比
重
低
下
と
す

る
。
さ
ら
に
、
ポ
ン
プ
に
「
安
定
し
た
二
毛
作
に
導
い
た
」
、
「
ポ
ン
プ
の
動

力
は
濃
版
以
外
に
、
籾
摺
り
や
精
米
に
利
用
で
き
る
」
な
ど
い
口
同
い
評
債
を
奥

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
論
を
問
題
に
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
多
く
の
掲

載
表
は
農
村
階
級
・
階
層
毎
の
所
有
耕
作
面
積
・
規
模
な
ど
(
例
え
ば
、
表

7
1
1
日
)
で
、
な
ぜ
全
慌
の
農
業
生
産
力
の
推
移
、
作
物
別
生
産
高
の

推
移
(
表
5
1
6
、
7
も
あ
る
が
、
三

0
年
度
だ
け
の
統
計
)
な
ど
の
統
計

十
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を
だ
さ
な
い
の
か
。
本
書
は
、
ポ
ン
プ
の
普
及
率
、
ポ
ン
プ
の
技
術
的
水
準

の
高
度
化
と
殺
率
、
受
用
農
地
面
積
、
二
毛
作
に
よ
る
日
日
程
的
な
生
産
高
の

推
移
も
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
し
て
な
い
。
ポ
ン
プ
に
よ
る
利
盆
増
大
は
可
能

性
と
し
て
同
意
で
き
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
統
計
が
な
け
れ
ば
論
誼
し
た

と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
「
下
降
分
解
論
」
を
批
判
し
、
「
上
昇
分
解
論
」
の

ス
タ
ン
ス
を
と
る
。
こ
れ
は
上
海
、
無
錫
な
ど
を
近
代
化
・
工
業
地
域
と
認

定
し
て
、
「
プ
ッ
シ
ュ
」
よ
り
「
プ
ル
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
説
得
性

を
も
た
せ
る
に
は
、
農
業
・
副
業

-m稼
ぎ
の
所
得
配
分
表
が
最
低
限
必
要

で
あ
る
(
確
か
に
表
5

1

、
ロ
に
一
三
年
、
四
一
年
無
錫
第
4
匡
の
家
計

状
況
が
出
し
て
い
る
が
、
「
小
康
者
」
、
「
牧
支
相
抵
」
、
「
負
債
者
」
な
ど
の

大
雑
把
な
匝
分
け
で
所
得
、
及
び
そ
の
内
誇
は
不
明
で
あ
る
)
。
も
ち
ろ
ん

著
者
の
指
摘
し
た
「
プ
ル
」
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
農
民
階
級
・
階
層
に
よ

っ
て
異
な
り
、
「
。
ブ
ッ
シ
ュ
」
と
「
。
フ
ル
」
の
隻
方
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
著
者
自
身
も
気
づ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
華
北
、
華
中
、

華
南
各
地
の
地
域
差
も
大
き
く
、
華
中
だ
け
で
も
異
な
り
、
や
は
り
無
錫
な

ど
の
特
定
事
例
だ
け
で
は
普
通
化
で
き
な
い
。
著
者
は
そ
れ
で
も
幾
つ
か
の

省
研
究
が
徐
々
に
進
ん
で
い
る
と
し
、
線
合
化
・
普
遍
化
す
る
必
要
性
を
力

説
す
る
が
、
私
は
そ
れ
は
ま
だ
不
可
能
な
研
究
現
状
で
、
自
ら
も
研
究
し
な

が
ら
、
他
研
究
者
の
個
別
賞
誼
研
究
を
含
め
て
さ
ら
な
る
研
究
蓄
積
を
待
つ

し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。
著
者
は
個
別
賓
誼
研
究
ば
か
り
が
多
い
こ
と
に

不
満
な
よ
う
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
、
室
内
が
多
す
ぎ
る
と
思
う
。
さ

ら
に
私
は
都
市
、
知
識
人
研
究
に
偏
重
し
、
農
村
研
究
だ
け
が
疎
か
に
さ
れ

て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
都
市
研
究
と
い
っ
て
も
上
海
、
天
津
な
ど
大

都
市
研
究
だ
け
で
、
知
識
人
・
第
三
勢
力
研
究
に
至
っ
て
は
緒
に
就
い
た
ば

か
り
で
あ
る
。

」

な
お
、
陳
翰
笠
は
「
共
産
黛
の
恥
需
黛
員
」
と
す
る
が
、
ま
だ
二
九
年
の

調
査
嘗
時
は
中
共
に
入
黛
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
三
五
年
モ
ス
ク
ワ

の
東
方
労
働
大
事
特
級
数
授
と
な
り
、
そ
の
年
末
、
常
地
で
王
明
、
康
生
の

紹
介
で
入
黛
し
て
い
る
(
拙
稿
「
陳
翰
笠
氏
に
針
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

『
近
き
に
在
り
て
』
第
一
一
一
競
、
一
九
九
二
年
五
月
三
し
た
が
っ
て
、
陳

翰
笠
ら
が
中
共
議
員
と
し
て
「
竿
植
民
地
・
宇
封
建
」
論
を
提
起
し
、
中
共

の
た
め
に
土
地
改
革
理
論
を
創
出
し
た
と
い
う
よ
り
、
中
共
が
陳
ら
の
意
見

を
採
用
し
た
可
能
性
が
強
い
の
で
は
な
い
か
。

第
三
に
、
著
者
は
多
く
の
貼
で
基
層
枇
舎
の
「
凝
集
度
」
を
否
定
し
た
が
、

そ
れ
以
外
の
事
例
が
多
い
た
め
に
矛
盾
を
き
た
し
、
論
輝
一
の
破
綻
を
き
た
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
抗
戦
期
、
食
糧
・
兵
士
と
も
に
数
値
目
標
の
か
な
り
の

達
成
は
「
権
力
が
曲
が
り
な
り
に
も
末
端
ま
で
浸
透
」
し
た
と
し
な
が
ら
、

そ
の
後
で
、
笹
川
裕
史
の
著
書
(
『
中
華
民
国
期
農
村
土
地
行
政
史
の
研
究
』

汲
古
書
院
、
二

O
O
二
年
)
か
ら
「
末
端
行
政
の
脆
弱
さ
と
枇
合
同
そ
れ
白
健

の
組
織
性
の
低
さ
が
相
互
に
規
定
し
あ
い
な
が
ら
戦
時
髄
制
の
矛
盾
を
横

大
」
し
た
を
引
用
す
る
。
一
ん
で
「
組
織
化
」
を
認
め
な
が
ら
、
他
方
で

「
組
織
性
の
低
さ
」
を
強
調
す
る
。
そ
れ
を
繋
げ
る
た
め
、
「
基
層
枇
舎
の

混
乱
」
と
「
鐙
制
矛
盾
」
を
指
摘
し
、
「
閥
民
黛
は
、
末
端
の
『
民
主
』
と

『
自
治
」
に
よ
っ
て
、
な
ん
と
か
調
和
を
園
る
し
か
な
か
っ
た
」
と
す
る
の

で
あ
る
。
自
ら
の
濁
白
な
賓
誼
研
究
が
な
い
た
め
に
「
混
乱
」
し
、
「
矛
盾
」

し
て
い
る
の
は
著
者
自
身
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
例
え
ば
、
第

日
章
の
四
O
七
l
四
O
八
頁
は
「
し
か
し
」
、
「
そ
れ
で
も
」
、
「
に
も
か
か
わ

ら
ず
」
の
逆
説
を
乱
獲
す
る
。
か
っ
「
で
あ
ろ
う
」
、
「
な
か
ろ
う
か
」
、
「
は

ず
で
あ
る
」
等
々
、
推
論
が
多
い
。
醤
然
の
こ
と
な
が
ら
、
岡
共
内
戦
期
に

図
共
雨
黛
に
よ
る
「
一

0
0高
車
位
の
軍
を
動
員
」
な
ど
は
抗
戦
期
に
末
端

十
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ま
で
組
織
化
が
進
展
し
て
い
た
こ
と
の
傍
訟
と
な
り
、
突
然
、
「
凝
集
度
」

を
高
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
新
豚
制
な
ど
を
挺
子
と
す
る

農
村
掌
握
度
は
低
い
と
は
い
え
ず
、
「
収
奪
強
化
」
が
可
能
と
な
り
、
不
均

衡
・
不
公
平
・
不
合
理
で
は
あ
る
が
、
田
賦
(
貫
物
徴
牧
に
成
功
し
た
の
で
あ

る
。
よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
本
書
の
論
理
展
開
か
ら
い
え
ば
、
抗
戦
期

と
中
国
枇
曾
主
義
健
制
を
結
び
つ
け
る
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
一
つ
が

「
凝
集
度
」
に
あ
る
よ
う
に
も
み
え
、
論
理
的
に
も
「
凝
集
皮
」
を
否
定
で

き
な
い
は
ず
で
は
な
い
か
。
な
お
、
園
民
黛
の
場
合
と
は
異
な
り
、
日
本
軍

が
進
出
し
た
共
産
地
匿
で
は
「
漢
好
」
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
が
、
図
民
黛

地
匡
で
も
巌
し
く
封
臆
し
て
お
り
、
同
様
な
の
で
は
な
い
か
。
著
者
は
園
共

雨
黛
の
差
異
を
強
調
し
す
ぎ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
共
通
性
を
ど
の
よ
う
に
み

る
の
か
。

第
四
に
、
第
三
と
も
関
連
す
る
が
、
中
国
一
吐
合
主
義
程
制
を
「
戦
時
態

勢
」
と
し
て
抗
戦
期
と
結
び
つ
け
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
抗
戦
期
に
関
し
て

は
他
者
の
賓
詮
研
究
に
安
易
に
乗
り
、
そ
の
後
、
一
奉
に
人
民
共
和
図
以
後

を
論
じ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
本
書
の
迫
力
を
扶
く
要
因
と
な
り
、
惜
し
ま
れ

る
。
や
は
り
抗
戦
期
や
重
慶
岡
民
政
府
に
閲
す
る
自
ら
の
本
格
的
な
賓
議
論

文
が
二
、
三
本
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
奥
地
各

農
村
は
自
給
自
足
の
現
物
経
済
で
、
同
賦
賓
物
徴
牧
を
通
じ
て
抗
戦
を
支
え
、

イ
ン
フ
レ
下
で
も
崩
壊
し
な
い
一
因
と
な
っ
て
い
た
(
拙
稿
「
重
慶
政
権
の

戟
時
経
済
建
設
」
「
歴
史
血
学
研
究
別
冊
特
集
|
|
地
域
と
民
衆
|
|
」
青
木

書
宿
、
一
九
八
一
年
)
。
本
書
で
は
、
日
本
の
侵
略
が
中
園
枇
命
日
経
済
に
打

撃
を
奥
え
た
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
す
る
が
、
中
国
が
抗
戦
に
勝
利
し
た
要

凶
に
は
ほ
と
ん
ど
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
見
解
を

聞
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
著
者
は
本
書
の
趣
旨
と
異
な
る
と
い
い
そ
う
だ

111 

」

が
、
私
に
は
密
接
な
関
連
を
有
す
る
問
題
に
思
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
書
で

は
重
要
部
分
に
注
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
例
え
ば
「
2

中
岡
の
統
制
経
、
街

化
」
の
三
七
O
頁
か
ら
三
七
二
頁
三
行
日
ま
で
は
何
か
ら
引
用
し
た
の
か
。

注
目
の
引
用
部
分
は
「
一
九
四
四
年
の
奥
地
の
生
産
量
に
占
め
る
割
合

:
:
」
以
下
の
最
後
の
僅
か
三
、
四
行
の
み
で
あ
る
。
戦
前
に
は
関
税
・

盤
税
・
統
税
が
歳
入
の
「
八
O
%
前
後
」
を
占
め
て
い
た
と
す
る
が
、
確
か

に
三
四
年
は
七
五
%
で
あ
る
が
、
一
二
五
年
は
六
六
%
(
朱
侠
「
中
園
戦
時
財

政
之
出
路
」
『
東
方
雑
誌
』
第
三
二
一
巻
七
援
、
一
九
二
一
六
年
四
月
)
で
あ
り
、

い
わ
ば
「
七
O
%
前
後
」
で
は
な
い
か
。
統
計
数
字
に
は
や
は
り
山
典
を
附

す
必
要
が
あ
る
。

第
五
に
、
最
近
の
三

0
年
代
中
共
史
研
究
は
「
土
地
改
革
が
う
ま
く
い
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
」
と
断
言
す
る
。
だ
が
、
首
時

の
政
治
的
背
景
も
重
頑
す
る
必
要
が
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
二

0
年
代
後

半
か
ら
三

0
年
代
の
ソ
ビ
エ
ト
期
、
中
共
の
土
地
革
命
は
四
・
一
二
ク
ー
デ

タ
後
の
困
民
黛
に
よ
る
中
共
撃
減
策
の
釘
抗
形
態
と
し
て
生
ま
れ
、
ま
た
第

二
次
園
共
合
作
が
な
け
れ
ば
、
土
地
革
命
停
止
も
賓
現
し
な
か
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
二
八
年
「
井
山
岡
山
土
地
法
」
で
は
一
切
の
地
主
の
土
地
を
浸
牧
し
て

家
族
数
に
感
じ
て
の
分
配
を
決
定
し
、
各
村
に
土
地
革
命
委
員
舎
が
設
立
さ

れ
た
。
三
一
年
中
共
中
央
は
「
中
華
ソ
ビ
エ
ト
第
一
次
全
園
代
表
大
曾
土
地

法
草
案
」
を
起
草
し
、
地
主
か
ら
土
地
を
波
状
し
、
中
農
、
貧
農
に
分
配
し

た
。
こ
の
時
、
確
か
に
王
明
ら
が
「
左
傾
の
誤
り
」
を
犯
し
、
地
主
の
生
活

権
を
奪
い
、
富
農
に
は
商
品
い
土
地
を
配
分
し
た
と
さ
れ
る
(
越
数
民
『
中
園

土
地
改
革
史
|
|
一
九
一
一
一
ー
ー
一
九
四
九
』
人
民
出
版
枇
、
一
九
九
O
年
)
。

だ
が
、
地
域
に
よ
っ
て
上
地
革
命
で
地
主
へ
の
過
度
な
土
地
集
中
を
是
正
し

た
面
は
否
め
ず
、
貧
農
、
雇
農
の
支
持
を
得
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
解
放

十
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し
た
面
も
や
は
り
否
定
で
き
な
い
。
私
の
研
究
す
る
侠
北
、
陳
甘
透
雨
ソ
ビ

エ
ト
も
三
同
の
岡
民
政
府
軍
の
包
同
攻
撃
を
受
け
な
が
ら
も
土
地
革
命
が
賓

施
さ
れ
、
向
給
白
足
経
済
龍
制
の
確
立
に
成
功
し
、
生
き
残
り
、
長
祉
を
経

た
中
央
紅
軍
を
受
け
入
れ
る
基
盤
を
形
成
し
た
(
拙
稿
「
劉
志
丹
と
険
北
革

ム
叩
」
『
中
岡
近
現
代
史
の
諸
問
題
」
同
書
刊
行
舎
、
一
九
八
四
年
)
。
「
左
傾
」

問
題
を
引
き
起
こ
し
た
と
は
い
え
、
私
は
人
民
共
和
園
成
立
前
後
の
中
共
の

土
地
革
命
・
改
革
を
合
め
て
全
面
否
定
で
き
ず
、
そ
の
意
義
と
限
界
を
明
確

に
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

第
六
に
、
枇
舎
主
義
髄
制
は
「
八

0
年
代
以
後
の
園
際
的
な
緊
張
緩
和
に

よ
っ
て
解
腫
」
し
、
残
存
す
る
健
制
も
「
解
臆
す
る
は
ず
」
と
す
る
。
だ
が
、

現
在
、
イ
ラ
ク
な
ど
紛
争
が
激
務
す
る
世
界
情
勢
の
ど
こ
が
緊
張
緩
和
し
て

い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
見
解
の
相
違
と
い
う
よ
り
ほ
か
は
な
い
。
著

者
は
、
資
本
主
義
に
は
楽
観
的
な
よ
う
で
あ
る
が
、
多
く
の
一
吐
曾
主
義
館
制

の
崩
壊
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
世
界
を
二
冗
化
す
る
資
本
主
義
こ
そ
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
、
「
枇
曾
主
義
の
原
則
」
を
主
張
す
る
者
が

「
世
界
的
な
民
主
と
自
由
の
流
れ
」
に
逆
行
し
て
い
る
と
い
う
。
私
は
「
枇

舎
主
義
の
原
則
」
を
主
張
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
が
、
民
主
と
白
由
は
並

立
す
る
の
か
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
と
る
の
か
。
強
固
の
「
自

由
」
が
他
圏
、
他
国
民
の
不
自
由
に
繋
が
り
、
強
固
の
「
民
主
」
が
他
園
の

民
主
堅
殺
に
繋
が
る
可
能
性
す
ら
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
著
者
は
資

本
主
義
を
利
潤
原
理
・
市
場
経
済
と
捉
え
、
全
面
評
債
し
て
い
る
よ
う
に
も

み
え
る
。
だ
が
、
本
質
的
に
無
限
の
利
潤
追
求
を
お
こ
な
う
市
場
経
済
は
高

能
で
は
な
く
、
多
く
の
問
題
黙
を
字
ん
で
い
る
。
周
知
の
ご
と
く
世
界
恐
慌

期
に
お
い
て
は
枇
合
主
義
計
書
一
経
済
が
強
靭
性
を
護
揮
し
た
が
、
現
在
、
資

本
主
義
が
南
北
問
題
、
食
糧
問
題
、
有
限
な
資
源
問
題
、
圏
内
の
貧
富
格
差
、

」

そ
し
て
恐
慌
等
々
を
解
決
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
民
本
主
義
が
有
す
る
本

質
か
ら
、
私
に
は
表
面
的
改
良
は
可
能
で
も
根
本
的
な
解
決
は
不
可
能
に
思

え
る
。
解
決
で
き
な
い
場
合
、
将
来
、
新
た
な
形
で
計
書
-
経
済
、
節
制
資
本

が
バ
ラ
ン
ス
論
争
と
共
に
再
浮
上
す
る
可
能
性
も
ま
た
再
定
で
き
な
い
(
た

だ
し
、
奮
来
の
一
吐
人
官
主
義
鑓
制
が
復
活
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
)
。
す

で
に
資
本
主
義
、
一
吐
舎
主
義
雄
主
方
の
意
義
と
限
界
を
歴
史
バ
学
的
に
正
確
に
押

さ
え
、
そ
れ
を
止
拐
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
。
な
お
、
ナ
チ
ス
ド
イ

ツ
の
フ
7

7
シ
ヨ
髄
制
に
主
に
使
用
す
る
「
岡
家
壮
合
主
義
」
を
ソ
連
枇
舎

主
義
に
適
用
し
、
そ
の
共
通
性
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ

の
理
念
的
、
理
論
的
、
賓
態
的
な
差
異
、
及
び
雨
者
の
封
立
を
ど
う
み
る
の

か
。
「
(
一
吐
舎
主
義
園
の
)
枇
舎
が
極
端
な
総
力
戦
態
勢
た
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
以

上
に
園
家
に
一
元
化
さ
れ
て
い
た
」
と
す
る
が
、
抽
象
的
で
説
明
は
不
十
分

で
あ
り
、
具
樫
的
な
幾
つ
か
の
事
例
を
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
他
、
些
細
な
こ
と
で
あ
る
が
、
①
「
戦
時
態
勢
」
と
「
戦
時
樫
制
」

な
ど
何
ら
か
の
意
味
の
遣
い
が
あ
る
と
考
え
て
讃
ん
で
い
た
が
、
そ
の
よ
う

に
も
見
え
ず
、
語
句
を
統
一
す
べ
き
で
あ
る
。
他
に
も
、
②
「
宇
植
民
地
・

竿
封
建
」
と
「
半
植
民
地
中
十
封
建
」
な
ど
幾
っ
か
は
、
意
味
の
遣
い
が
あ
る

場
合
を
除
い
て
、
で
き
る
限
り
語
句
を
統
一
し
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

③
枇
曾
主
義
者
と
共
産
主
義
者
と
は
異
な
り
、
巌
密
に
匝
別
し
て
論
じ
る
必

要
が
あ
る
。

最
後
に
全
韓
の
議
後
感
を
若
干
遮
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
最
初
は
回

顧
に
共
鳴
し
な
が
ら
讃
み
進
め
た
が
、
頻
繁
に
出
て
く
る
と
達
和
感
を
禁
じ

得
な
い
。
回
顧
は
「
ま
え
が
き
」
か
「
あ
と
が
き
」
に
留
め
る
べ
き
で
、
賓

諮
的
、
論
理
的
に
組
み
立
て
る
べ
き
専
門
書
と
し
て
は
緊
迫
感
が
損
な
わ
れ

る
。
い
わ
ば
専
門
的
な
部
分
、
準
生
向
け
の
部
分
、
及
び
一
般
向
け
の
部
分

十
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が
混
在
し
て
讃
み
に
く
く
、
結
局
、
讃
者
層
を
ど
こ
に
求
め
て
い
る
の
か
不

明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
書
の
末
尾
に
は
「
東
京
都
立
大
学
人
文
撃
部
に

捧
げ
た
い
」
と
あ
る
。
現
在
、
図
公
立
大
準
法
人
化
に
よ
り
経
倍
数
率
が
啓

高
に
唱
え
ら
れ
、
「
自
立
化
、
活
性
化
」
の
か
け
整
と
は
裏
腹
に
管
理
が
強

化
さ
れ
て
い
く
。
著
者
の
勤
務
す
る
東
京
都
立
大
串
も
「
首
都
大
皐
東
京
」

に
再
編
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
論
文
を
す
べ
て
山
し
霊
く
し
て
一
段
落
を
つ
け

た
い
と
い
う
心
情
は
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
著
者
は
歴
史
的
学

の
蓄
積
も
能
力
も
あ
る
と
は
い
え
、
す
べ
て
出
し
切
っ
た
以
上
、
今
後
は
新

113 

た
な
論
文
を
一
か
ら
書
き
始
め
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
歴
史
皐
は

一
定
程
度
以
上
の
原
史
的
知
識
、
複
眼
的
、
か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
覗
知
、
分

析
法
な
ど
を
必
要
と
す
る
た
め
、
ひ
ら
め
き
だ
け
で
は
底
が
浅
く
、
成
熟
を

必
要
と
し
、
晩
間
半
の
皐
問
と
も
い
わ
れ
る
。
私
は
本
格
的
研
究
が
六

O
歳
か

ら
で
、
そ
こ
か
ら
が
員
債
を
問
わ
れ
る
と
信
じ
て
き
た
。
ま
だ
五

O
歳
代
小

ば
、
著
者
の
新
た
な
研
究
の
進
展
を
心
よ
り
期
待
し
て
ベ
ン
を
置
き
た
い
。

二
O
O
四
年
一
一
一
月
東
京
楼
井
書
庖

A
五

州

四

二

二

頁

四

八

O
O園
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